



























































































































































































































































































































































































































































究会報告書・参考資料)J pp. 56-60，厚生省高齢者介護対策本部事務局監修 f新たな
高齢者介護システムの構築を目指して一高齢者介護・自立支援システム研究会報告
書ーjぎょうせい、 1995年、所収を参照。
(3) Neil Gilbert， Capitalism and the Welfare State: Dilemmas of Social Benev-
olence， (New Haven and London : Yale University Press， 1983， p.101. (関谷登
監訳/阿部重樹・阿部裕二共訳『福祉国家の限界一普遍主義の限界一j中央法規出
版、 1995年、 p.123)。















(6 ) 同フォーラムでの、山井和則の発言。向上丹、 p.112。




































































宅介護をどう見直すか』、 pp.38-400 ) i本来、家族介護の役割ももっときちんと議論
されなければならないはずである。先に述べたように、在宅での介護はどのような
レベルまで可能なのか。家族が介護に疲れたら、家族にとって納得のいく介護を行っ
ている施設にすぐに入ることができるようなシステム、あるいはまた、家族が介護
の内容にもっと注文をつ付ることができるシステムとして実行されなければならな
「介護の社会化Jの理解と家腕介離の評価の在り方をめぐるー検肘 101 
い。J(同替、 p.54)と述べているところも、本稿にいう普遍的に家脹介護を評価す
る何らかの政策・制度的メッセージの中に含まれるものとわれわれは考えている。
